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10.本研究で得られた成果の概要

9.参加者人数 21人

本研究では、令和6年能登半島地震における液状化被害の実態解明、復興への課題、新たな防災戦
略構築を目指し、数理科学との学際的連携の重要性を深く議論した。一般講演では、清水建設の村
井氏が内灘町の液状化被害とハザードマップの課題、川崎地質の窪田氏がSAR衛星画像による広域
被害把握手法、東京都市大学のサハレ氏が側方流動メカニズムと設計への教訓を報告。これらは多
様な専門分野連携の重要性を強調した。
招待講演では、ケイズラブの河内氏が空き家リスク、液状化対策の経済的・社会的な困難さ、土地
境界問題、そして「未災学」の概念を提示。ゼータ設計の犬飼氏は、ハザードマップの課題と、
データ不足地域におけるAIを活用した高精度化の可能性を提案した。特別講演では、東畑郁生名誉
教授が予期せぬ地下水が関与する地すべりや誘発地震の事例を紹介し、地下水挙動の複雑性と観測
の重要性を強調。九州大学のハザリカ教授は、2025年ミャンマー地震の液状化被害調査結果を報告
し、信頼性の高い地震観測網と低コストな地盤調査技術導入の必要性を提言した。パネルディス
カッションでは、地盤流動による土地境界問題への柔軟な行政対応、ハザードマップ信頼性向上の
ための地盤調査（CPTなど）への投資、地震隆起が漁業復興に与える課題などが活発に議論され
た。全体を通じて、確率論、統計学、数値解析、AI、データ科学、最適化といった数理科学が、地
盤の不確実性評価、複雑現象のシミュレーション、大量データ解析、リスク評価、意思決定支援な
ど、地盤災害のメカニズム解明、高精度な予測技術開発、効果的な対策立案に不可欠であることが
再確認された。特に、AIは地盤調査を代替せず、効率化と精度向上を支援するツールとして、専門
家との協働が期待される。本研究で得られた成果の一部は、4編の査読付き論文、6編の国内学会で
の発表、1編の国際学会での発表を行った。

2025年04月04日(金曜日)～2025年04月04日(金曜日)

8.キーワード
令和６年能登半島地震、側方流動、原位置試験、液状化ハザードマッ
プ、数値解析

2025年08月01日(金曜日)～2025年08月02日(土曜日)
2025年10月24日(金曜日)～2025年10月25日(土曜日)

7.研究実施期間

5.開催方法 対面開催

6.研究代表者
氏名 ハザリカ・へマンタ
所属

部局名
九州大学大学院・工学研究院 社
会基盤部門

教授

4.種目 研究集会（Ⅰ）
3.種別 一般研究

2025年度共同利用研究報告書

所属・職名 九州大学大学院・工学研究院 社会基盤部門・教授
2026年01月28日

ハザリカ・へマンタ

2.新規・継続 継続

整理番号 2025a047
1.研究計画題目 干拓地における液状化ハザードマップの改善に向けた新たな手法
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2025 年度採択分 九州大学マス・フォア・インダストリ研究所 共同利用研究集会 

 

干拓地における液状化ハザードマップの改善に向けた新たな手法 

成果報告書 

 
開催日：2025 年 10 月 24 日（金） 
開催場所：九州大学 伊都キャンパス IMI コンファレンスルーム 

（ウエスト 1 号館 D 棟 414 室） 
主催：九州大学マス・フォア・インダストリ研究所 
共催：一般社団法人 GLOSS 研究会 
種別・種目：一般研究-研究集会（Ⅰ） 
研究計画題目：干拓地における液状化ハザードマップの改善に向けた新たな手法 
研究代表者：ハザリカ・へマンタ（九州大学大学院工学研究院・教授） 
研究実施期間：2025 年 4 月 4 日（金） 

2025 年 8 月 1 日（金）～2025 年 8 月 2 日（土） 
2025 年 10 月 24 日（金）～2025 年 10 月 25 日（土） 

公開期間：2025 年 10 月 24 日(金)研究集会、2025 年 10 月 25 日(土)現場見学 
研究計画詳細：https://joint2.imi.kyushu-u.ac.jp/research_chooses/view/2025a047 
 
■目的と期待される成果 

現在、地方自治体が公表している液状化ハザードマップは、限られた地盤情報に基づいて

作成されている点が弱点である。多数のボーリング調査を実施してマップを作成すること

は可能であるが、莫大な費用がかかる。そこで、本研究ではコスト縮減可能な原位置試験か

ら得られたデータを AI でモデル化することによって、現行の液状化ハザードマップの大幅

な改善を目指す。具体的に、複数地点で得られた個別モデルを統合する手法の提案を行う。

さらに、ニューラルネットワークなどの機械学習手法との比較を通じて、提案手法の有効性

と汎用性を検証する。また、実データを用いた検証を通じて、具体的な有効性を確認してい

く予定である。また、マップに側方流動による被害の危険性を付加することも極めて重要で

あり、新たに「側方流動ハザードマップ」作成を試みる。本研究の独創性は、統計理論を活

用した革新的な手法を確立し、地盤の異質性を捉えつつ、高精度な予測を可能にする柔軟な

統計モデルを構築することで、対象地域の新たな液状化ハザードマップを作成する点にあ

る。 
被災した内灘町における復興計画では、側方流動のリスクを加えた液状化ハザードマッ

プが欠かせない。当該地の地盤リスクを住民に説明し、官民の合意形成を促進する基盤作り

https://joint2.imi.kyushu-u.ac.jp/research_chooses/view/2025a047
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に尽力し、防災・減災に寄与したい。これらの連携により、持続可能なイノベーションの基

盤が築かれ、内灘町モデルとした本研究の成果が国内の類似地域へ広がる道も開かれる。本

研究の成果により、同規模の地震を想定して、大地震時における社会基盤施設の安定性向上

について新たな指針を与えることに、研究の意義がある。 
 

■研究集会プログラム 
タイトル：令和 6 年能登半島地震復興への歩み ～液状化被害防止のための新戦略～ 
2025 年 10 月 24 日開催 
13: 00 開会あいさつ 

ハザリカ へマンタ（九州大学大学院工学研究院・教授） 
13: 05 ～ 14: 05 一般講演 

令和 6 年能登半島地震による液状化被害発生の土地条件 
村井 政德（清水建設株式会社土木技術本部・主査） 

衛星画像から読み解く令和６年能登半島地震による内灘町の液状化被害 
窪田 上太郎（川崎地質株式会社技術・企画本部・チーフ） 

Understanding and Preventing Liquefaction-Induced lateral Spreading Damage  
- Lessons from the 2024 Noto Peninsula Earthquake - 
サハレ・アヌラグ（東京都市大学地盤環境工学研究センター・研究講師） 

14: 05 ～ 14: 15 休憩 
14: 15 ～ 15: 15 招待講演 

令和 6 年能登半島地震による液状化対策と災害レジリエンス 
河内 義文（株式会社ケイズラブ・代表取締役） 

AI を活用した液状化ハザードマップの高精度化とその適用可能性について 
犬飼 隆義（ゼータ設計株式会社・技術統括部長） 

15: 15 ～ 16: 15 特別講演 
予期せざる地下水の影響により発生した地すべり 
東畑 郁生（東京大学・名誉教授） 

2025 年ミャンマー（マンダレー）地震に伴う地盤被害の現地調査とその知見 
ハザリカ・へマンタ（九州大学大学院工学研究院・教授） 

16: 15 ～ 16: 30 休憩 
16: 30 ～ 17: 30 パネルディスカッション 

テーマ講演：令和 6 年度能登半島地震における石川県建設業協会の対応 
松本 樹典（金沢大学・名誉教授） 
モデレーター：ハザリカ・へマンタ 
パネリスト：東畑 郁生，松本 樹典，河内 義文 
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17: 30 閉会あいさつ 
福本 康秀（九州大学・名誉教授） 

 
■成果の概要 

本研究では、令和 6 年能登半島地震における液状化被害の実態解明、復興への課題、新た

な防災戦略構築を目指し、数理科学との学際的連携の重要性を深く議論した。一般講演では、

清水建設の村井氏が内灘町の液状化被害とハザードマップの課題、川崎地質の窪田氏が

SAR 衛星画像による広域被害把握手法、東京都市大学のサハレ氏が側方流動メカニズムと

設計への教訓を報告。これらは多様な専門分野連携の重要性を強調した。 
招待講演では、ケイズラブの河内氏が空き家リスク、液状化対策の経済的・社会的な困難

さ、土地境界問題、そして「未災学」の概念を提示。ゼータ設計の犬飼氏は、ハザードマッ

プの課題と、データ不足地域における AI を活用した高精度化の可能性を提案した。 
特別講演では、東畑郁生名誉教授が予期せぬ地下水が関与する地すべりや誘発地震の事

例を紹介し、地下水挙動の複雑性と観測の重要性を強調。九州大学のハザリカ教授は、2025
年ミャンマー地震の液状化被害調査結果を報告し、信頼性の高い地震観測網と低コストな

地盤調査技術導入の必要性を提言した。 
パネルディスカッションでは、地盤流動による土地境界問題への柔軟な行政対応、ハザー

ドマップ信頼性向上のための地盤調査（CPT など）への投資、地震隆起が漁業復興に与え

る課題などが活発に議論された。 
全体を通じて、確率論、統計学、数値解析、AI、データ科学、最適化といった数理科学が、

地盤の不確実性評価、複雑現象のシミュレーション、大量データ解析、リスク評価、意思決

定支援など、地盤災害のメカニズム解明、高精度な予測技術開発、効果的な対策立案に不可

欠であることが再確認された。特に、AI は地盤調査を代替せず、効率化と精度向上を支援

するツールとして、専門家との協働が期待される。 
本研究で得られた成果の一部は、4 編の査読付き論文、6 編の国内学会での発表、1 編の

国際学会での発表を行った。 








